
（様式第４号） 上田市中心市街地活性化基本計画策定委員会 会議概要

１ 審議会名 上田市中心市街地活性化基本計画策定委員会

２ 日 時 平成２６年９月１６日 午後１時３０分から午後３時３０分まで

３ 会 場 市役所やぐら下庁舎 ２階 大会議室

４ 出 席 者 畠中副会長、中村委員、若林委員、瀬下委員、加藤委員、渡辺委員、

布施委員、伊藤委員、石澤委員、服部委員、井上委員、春野委員

５ 市側出席者 関商工観光部長、瀬間商工課長

竜野商工課長補佐、矢島商工課主任

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開

７ 傍 聴 者 ２人 記者 ０人

８ 会議概要作成年月日 平成２６年９月２３日

協 議 事 項 等

１ 開 会（瀬間商工課長）

２ 挨 拶（畠中副会長）

３ 協議事項

（１）第２期上田市中心市街地活性化基本計画（案）の内容について

・資料に沿い、竜野商工課課長補佐から基本計画（案）中「現状分析」及び「地域住民のニーズ」の２

項目について説明

・以降、協議

（委 員） 個人的には、駐車場を整備すると、どんどん点（個店）と点（住居）との結びつきにな

ってしまい、面（商店街）としての結びつきにつながらないと思う。

データはあくまでも参考として、今後の議論をしていけたらいいと思う。

（委 員） 一部文章がおかしいので修正してほしい。

アンケートの使い方について、単に住民の意見を聞くというやり方もあるが、今回の場

合は「私たちはこの街をこうしたいんだ、と考えているけれども、住民の方はどう思って

いるのか」とか「住民の方はこう考えているんだけれども、こういう部分が足りないから

もう少しこういう計画を立てるか」というような使い方のほうがいいと思う。

駐車場（の整備）については、2000 年代から言われていることだが、ある程度しか効
果が無いので、そこをどう捉えて、どう展開するか、しっかりとした方針を決めることが

大事。

（事務局） 今回のアンケートについては、中心市街地活性化の必要性及びどのような視点で活性化

していくかについて明らかにすることが大きな目的である。

（委 員） 中心市街地活性化が必要という根拠としての使い方は、それはそれでいいと思う。中心

市街地活性化に必要な事業にアンケートをどう使っていくかの議論になると思う。後での

議論だと思うが。

・資料に沿い、竜野商工課長補佐から基本計画（案）中「１期の分析と２期の必要性と基本方針」

の項目について説明

・以降、協議するものの、特段の意見なし。

・資料に沿い、竜野商工課長補佐から基本計画（案）中「具体的事業」の項目について説明

・以降、協議

（委 員） 策定委員会がどういう意見を言ってどういう役割を果たしたらいいのか。事務局の方で

もう一度説明願いたい。

（事務局） 5年間の中で実施する又は実施する可能性の高い企画を掲載することを議論する。



（委 員） 委員会はどういった方針で基本計画を立てるかを議論するところであって、細かい計画

は、この会議で出してもいいのだが、基本的には中心市街地活性化協議会と事務局とで設

定するものだろうと認識している。具体的には、３つの必要性についてまずは議論すべき。

（委 員） 「策定」という言葉の中に、何が含まれているのか。前回（の委員会）は形骸化された

状態で終わってしまったので、今回は積極的に役割を果たしたいと思っているが、委員会

のなかで、自分が果たすべき役割やこの会の立ち位置が不明。

（事務局） この会議では、今回お示しした基本計画（案）中にある第２期の基本方針を基本にして、

中心市街地の活性化を図っていきたい、という事務局案についてご審議いただきたい。

（委 員） 数値目標をどう設定するか、という点も必要。

（事務局） 第 2期の数値目標については、現在内閣府と協議中。居住人口については設定しなくて
もよいと言われているが、代わりに新視点として経済的指標（空き店舗数・各商店の売上

高等）を設定することも求められている。ただ、今の段階でははっきりしていないので、

今回は示していない。

（委 員） 要は「方針をどう立てるか⇒その方針を達成するためにどんな計画が必要か⇒その計画

を達成した結果どういう数値が改善されるか」、という流れで議論すればよいと思うがど

うか。

（事務局） おっしゃるとおり。

（委 員） 具体的な計画に民間主体の計画が載っているが、これらについては、行政としてどうい

う方向性を期待して載せているのか。

（事務局） 民間主体の計画については、行政がどうこうするものではない。

（委 員） ビジョンが曖昧なので、中心市街地の活性化のために何をしたらいいのか、という点に

ついての議論があってもいいのではないかと思う。

（委 員） テーマについてどういう風に絞って議論していくのか、事務局で案はあるか。

（事務局） 抽象的なビジョンについて、もっと個別具体的に掘り下げていく中でいろいろなご意見

をいただきたい。

（委 員） 中心市街地以外の地域との関係・結びつき方を計画に盛り込むという新しい発想もある

かと思う。

（事務局） 中心市街地だけでなく、地域経済が計画によってどう活性化していくか、という視点を

取り入れることが国の求めている視点である。今のご意見は、国の求めている視点と一緒

である。

（委 員） 次回までにあらかじめ議論を考えてから協議するスタイルでもよいのでは？

（２）その他

・次回会議は 10月中下旬を予定。


